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こん ガい

今回のテ ー マ

雲を
た省エネガラス
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さむ き せつ あたた たい よう ひかり とお あつ さ せつ き おん おう

寒い季節には暖かい太陽の光を通し、 暑い季節には気温に応じて晃を遥ってくれる簸
�

 

くも しいるい

震にはいろんな種類がありま

すよね。夏に堕篇＜伸びるに天
どうぐも おも う ひと おお

道雲を思い浮かべる人が多いか

もしれません。はけで引いたよ
すじぐも わた

うな筋雲やふわふわした綿のよ
くも こんかい

うな雲などもあります。今回は、
くも かいはつ やく

雲をヒントにして開発された役
だ さ匹つ 竺なし

立つ技術のお話です。

地
じ

［で窯巽した釆蓋氣が宝
くう ひ みず こおり

空で冷やされると、水や氷の

爪さな社になり、籐まって負に
つぶ

なります。ひとつひとつの粒は
ちい め み

・小さくて目に見えないくらいで
つぷ ひかり ち

すが、それぞれの粒が光を散
ぁっ たい よう ひかり

らすので、集まると太陽の光
すす じや ま げん

が進むのを邪魔します。この現

畜で、籐は地主に籠＜天薗の
ひかり よわ しfこ がわ くら はい

光を弱めます。下側が暗く灰
いろ み くも ひかり

色に見える雲は、光をよ＜誓

ります。籐ぃ薩には、藷がつく
ひ かげ すず

る日陰の涼しさがありがたいで
さんさよう ざ じりつそう こうけんさゆうしょ

すよね。産業技術総合研究所
さんそうけん ひかり ち

（産総研）は、光を散らして
ょゎ くも はたら

弱める雲の 働きから ヒント を

唸た投蔚を侃巽しています。

箇度が篇＜なると自動で究を

置ってくれるガラスです。

わず すき ま くも 、ヰら

僅かな隙間で雲の働き

負の籐さ は薮旨～薮芋ゃ元も

砕の距産

なつ なか くも

夏にはガラスの中の雲が
ひ ざ よわ

日差しを弱めて
くれるんだって

籠す究を頁飴する紆料を直

晃紆と曲びます。籠巽した 頁
こうざ い すず とつめい

光材は、涼しいときは透明です

が、属＜なると複のように究

を叡らして首＜誠ります。そし

てまた掻しくなると冦萌に榎り
たてもの でんしや まど つか

ます。建物や電車の窓に使えば
なつ れい竺三 せつでん

夏の冷房を節電できます。

麻藷失好きでした。葵は蘊□でスキ

—授藁を薬しみました。羅二、履の

プールは好きではなかったです」

ちょうこうさ い つか

ありますが、この調光材を使

った慇には、曇が2校のガラス
いに あいfこ すき ま つ

板の間の0.05的信の隙間に詰

め込まれています。この爾晃

紆の複には、采籍ゃ寮社 では
つか

なく、ディスプレーに使われる
え咆卜 しょう

「液晶」とペットボトルなど
つか

に使われるような「ポリマー」

が匝ゎれています。侠ぃ蔽向で、
そら くも おな はたら

空の 雲と同じような働きをす
ふ し ざ

るなんて不思議ですよね。
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ふ つう くも まと ひかり

普通の昼りガラス窓も、光
そ しろ み

を散らして白く見えますが、そ
ひかり まと とお ぬ

の光のほとん どが窓 を通 り抜

けてしまうので、桟蓋ながら天

薗晃を宣る効巣は とても杭

く、直晃藉とは蘊ぅんです。箭
ちょうこうさV9

し い調光材のガラスが、はや

＜目さんの濠の慰ガラスに匝ゎ

れ て、俣蘊さを籠囃し畜ェネ

を羮垣し た い と愚っ ていま

す。

につぼん さいだいきゅう こうてきけんさいう き かん いばら さ 19ん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城県つくば市など、

釜薗 12か所の甜寅籍盈があって、目染の産雀ゃ社蚤に設立っ
き じ，，つ けんさゆう すす

技術について研究を進めているよ。
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内諾i 滓さん

産霙投庸緑苔餅寅所（籠緑餅）薔椴

枷籠紆岩餅寅蔀簡。蘊簡は、寛紛栓。

田町違遥は岩爪簸缶飴登厨豆篇屋
しよう

小。
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